
    

 

 

2022年 4月 22日 

Press Release          

株式会社ゆうちょ銀行 

三井住友カード株式会社 

 

『Visaデビットカード「ゆうちょデビット」』の取り扱いを開始 
- ゆうちょデビット 現金プレゼントキャンペーン等を実施 - 

 

株式会社ゆうちょ銀行（東京都千代田区、取締役兼代表執行役社長 池田 憲人、以下「ゆ

うちょ銀行」）は、2022 年 5 月 6 日（金）から、新たにキャッシュカード一体型 Visa デビ

ットカード「ゆうちょデビット」の取り扱いを開始しますのでお知らせいたします。 

また、併せて同日から、「ゆうちょデビット 現金プレゼントキャンペーン」等を実施しま

すので、お知らせいたします。 

なお、本カードの取り扱いにおいては、三井住友カード株式会社（本社：東京都江東区、

代表取締役社長：大西 幸彦、以下「三井住友カード」）が業務・システムの運営を受託し、

本事業を全面的にサポートいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

1 取扱開始日時 

2022年 5月 6日（金）午前 9時から申込受付開始 

2 商品概要 

ゆうちょデビットは、1枚のカードで、ゆうちょ銀行の ICキャッシュカードとして

も、Visaデビットカードとしても使用できる大変便利なカードです。ご利用は口座残高

の範囲内、かつ、ご利用額は即時に口座から引き落とされるため、現金感覚で、ネット

ショップを含めた世界中の Visa加盟店でご利用いただけます。 

さらに、「Visaのタッチ決済」機能付きのため、レジにあるリーダーにタッチするだ

けで、スピーディーかつ安全にお支払いが完了します（※）。 

なお、カードデザインは、ゆうちょ銀行のコーポレートカラーであるグリーンをベー

スに、2種類のデザインを用意いたしました。また、お客さまの大切なカード情報（カ
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ード番号や通帳記号番号等）をカード裏面に集約することで、デビットカードご利用時

におけるカード情報の盗み見のリスクを低減し、個人情報保護のレベルを向上したカー

ドとなっております。 

※ 一定金額（原則 1万円）を超えるお支払いについては、暗証番号の入力またはサインが必要と 

なります。 

ブランド VISA 

ご利用対象者 ゆうちょ銀行の総合口座をお持ちのお客さま（※1） 

年会費 永年無料 

ご利用特典 毎月のショッピングご利用金額の 0.25％をキャッシュバック（口座入金） 

申込チャネル ゆうちょ銀行ホームページ（※2） 

注意事項 
一つの口座で、JP BANK カード（キャッシュカード一体型）とゆうちょデビットの 

両方をお持ちいただくことはできません。 

※1 総合口座（キャッシュカードの利用がある個人の通常貯金）に限ります。総合口座（通常貯蓄貯

金）では、ゆうちょデビットをお申し込み頂くことはできません。なお、15歳未満のお客さま

（15歳の中学生のお客さまを含む）は、ゆうちょデビットをお申し込みいただくことが出来ませ

ん。その他、ゆうちょデビットの発行にあたり、ゆうちょ銀行所定の条件があります。 

※2 ゆうちょ銀行直営店では、専用タブレット端末でお申し込みを受け付けます。 

3 キャンペーンの概要 

(1) ゆうちょデビット 現金プレゼントキャンペーン 

期間 2022年 5月 6日（金）～2022年 7月 31日（日） 

内容 

次の 2つの条件を満たしたお客さまへ 500円をプレゼント（※） 

①キャンペーン期間中にゆうちょデビットを新規申し込み 

②お申込月の翌月末までに、ゆうちょデビットで 3回以上お買い物 

応募方法 自動エントリー（応募不要） 

(2) mijica会員限定！ 現金上乗せプレゼントキャンペーン 

期間 2022年 5月 6日（金）～2022年 7月 31日（日） 

内容 
「ゆうちょデビット 現金プレゼントキャンペーン」の条件を満たしたお客さまのうち、

2022年 1月 1日時点で mijicaをお持ちのお客さまへ、さらに 500円をプレゼント（※） 

応募方法 自動エントリー（応募不要） 

※ ゆうちょデビットのお申込月の翌々月末に、ゆうちょデビットの決済用口座へ入金します。 

 ゆうちょ銀行と三井住友カードは、これまでにも「JP BANKカード」の発行（2008年 5月

～）、QR決済サービス「ゆうちょ Pay」の推進（2020年 5月～）など、ゆうちょ銀行のキャ

ッシュレス推進に協働で取り組んで参りました。 

 今後も、ゆうちょ銀行と三井住友カードは、より安全・安心で便利なキャッシュレス決済

サービスを提供出来るよう、協働で推進して参ります。 

以 上 


